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�������肉芽腫症 (以下� ) は壊死性血管
炎を特徴とする難治性血管炎で, 鼻・眼・上気
道・肺に壊死性肉芽腫, 腎では巣状分節性壊死性
糸球体腎炎を認める｡ � の経過中に消化管穿
孔を来した報告は少なく, !"#$�%検索で&'例
の報告のみであった｡ 今回血管炎との関連が疑わ
れる小腸穿孔を来した症例を経験したので文献的
考察を含め報告する｡
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症例：()歳男性
主訴：腹痛
既往歴：'(歳狭心症, (&歳胸部大動脈下狭窄
(胸－腹部大動脈人工血管バイパス術施行), ('歳
左外転神経麻痺, (*歳上強膜炎, 左動眼神経麻痺
現病歴：&+,,年から高血圧症, &++-年から糖尿病
に対して加療された｡ -..(年から糖尿病性腎症の
ため維持血液透析中であった｡ -.&&年&.月に左耳
痛を自覚し, 鼻腔粘膜生検にて広範囲の壊死巣と
上皮下に不規則な肉芽組織および粘液腺の増生を
認めた｡ また以前より咳嗽・血痰を時折に認める
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�������肉芽腫症 (以下� ) の経過中に消化管穿孔を来した報告は少ないが, 発症
した場合の予後は不良である｡ 症例は()歳男性, 糖尿病腎症にて維持血液透析であった｡
鼻腔粘膜生検より� と診断され, 以後ステロイド治療が行われていた｡ 急性腹症にて
緊急手術を受け, 小腸穿孔および小腸腸間膜に血腫を認め, 小腸部分切除が施行された｡
病理所見に, 腸壁・腸間膜膿瘍, 血管炎疑いを認め, � との関連が示唆された｡ 術後
経過は良好であり, 第&)病日に退院した｡ � の経過中に消化管穿孔をおこせば, 免疫
抑制療法が行われていることが多く, 感染症が重症化しやすいと考えられる｡ � 患者
で腹部症状が出現した際には消化管穿孔を疑う事が必要と考えられる｡
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